
は大変面白かった．

会議の運営

雲物理に関する最近の研究

一特に1ead　speaker方式について一

高橋喜彦，礒野謙治

孫野長治，内田英治

　今回の会議では，論文の数が多いために，一人のlead

speakerが数篇の論文をまとめて発表するという方式が

とられたが，会議を円滑に進行させるため各論文の予稿

は会議の3ケ月ほど前に印刷され，lead　speaherと座長

に送られた．また座長は，全論文を印刷したproceedings

を約1ケ月前に受け取った．また予稿にする図は事務局

でスライドにつくられ，lead　speakerの要求に応じて映

写された．この様な準備には大変な手数が掛ったものと

思われる．このような方法の一つの長所（また欠点とも

なるが）は客観的に紹介することを心掛けていても，自

ずとスピーカーの評価が入って来ることである．この

点，第三者として聴いていて興味がある（礒野）．

　若い人がスピーカーになった時はオーサーたちと連絡

9
してあって，スライドを使い，順番にやったのでよかっ

た．老人の時には適当にやっていたが，ある意味ではよ

いが夫々のオーサーにとっては不満があると思う．スピ

ーカーによってはオーサー達を壇上に並べてそれぞれに

コメソトをつけさせたのはよかった．しかしそうでない

時もあり，各人各様だった（孫野）．

　オーサーを壇上にあげるのなら例えぱ5分間を厳守し

て当人にしやべらせ，4つか5つをまとめてディスカッ

ショγさせた方がよいと思う．やはり，オーサーが最上

のアブストラクトをつくれるからである（高橋）．

　一論文5分位しかしゃべれないので，まえもって，オ

ーサーからポイソトを知らせてくれると有難いという

1ead　speakerの意見があった（内田）．

　（後記）　このほか，会議の運営に関して，会場の数，

proceedingsの出し方などについて，高橋，孫野，内田

の三氏に，座談会をひらいて，感想をきかせて載いたの

ですが，頁数の都合で掲載できなかった点を，お詑びい

たします．なお，この会議における発表の題目，著者，
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気象集誌投稿論文の英文添削について

気象集誌編集委員会

　　　43年12月9日

　気象集誌の国際的レベルを高める為の一つの方策とし

て使用外国語が国外で通用するようにする必要があるこ

とが各方面から指摘されている．集誌論文の英語が読み

にくいということで内容の如何によらず敬遠されている

という情報もある．このことに対処して，気象集誌編集

委員会では理事会の承認を得て次のような処置を講ずる

ことにした．

　気象学会は，次のような条件のとき英文添削を斡旋す

る．

　1．　投稿された論文の内容が集誌に掲載される価値が

　　あると編集委員会が判断し，

　2．英文が不充分であり，

　3．　投稿者が希望する場合，

集誌掲載の条件として編集委員会が英文添削を斡旋す

る．

　上記のことは英文の添削であって翻訳ではないことを

考慮して著者は英文の作成には十分の配慮をされたい．

場合によっては和文原稿の提出を求めることがある．

　気象学会事務局は適任の英文学者に依頼して上記のた

めの必要な事務を処理する．英文添削に必要な経費（A

5版ダブルスペース1頁につき400円）は事務局より投

稿者に対する別刷代金の請求と向時に請求される．
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